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市 町 村 振 興 課 尾 﨑 ･ 吉 川

内線（２２５４・２２６１）

平成２６年度 県内市町村普通会計決算の概要

平成２６年度の県内市町村の財政状況をお知らせします。

※今回の概要については、国の全国的な調査である「地方財政状況調査」の結果に基づき速報値としてとりまとめ

たものであり、数値については、今後変動する場合があります。

なお、国の全国集計の確定値をもとに、各市町村の財政指標や全国順位を、来年１月頃に確定版として公表す

る予定です。

Ⅰ 平成２６年度県内市町村普通会計決算の全体像

４年連続で県内全市町村が黒字決算 別紙１
○平成２３年度に全団体が赤字決算から脱却。以降、平成２６年度まで４年連続で全団体が黒

字決算となった。

○県内各市町村の決算規模は別紙１のとおり。

経常収支比率（市町村平均）は３年ぶりに上昇し９６．０％ 別紙２
○３年ぶりに上昇し、前年度と比較すると２．７ポイント上昇。

○全国平均も１.１ポイント上昇したが、依然として全国平均を上回っている状況。

○県内市町村の経常収支比率（市町村平均）改善のためには、決算規模の大きい各市の経常収

支比率の改善が特に重要。
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市町村税徴収率(市町村平均)は５年連続で上昇し９４．０％ 別紙３
○５年連続で上昇し、前年度と比較すると０．７ポイント上昇。

Ⅱ 平成２６年度県内市町村普通会計決算(県内各市町村の状況)

（１）経常収支比率

①県内各市町村の経常収支比率の対前年度比較 別紙４

○前年度より低下した団体数は３、上昇した団体数は３６。

○前年度と比較して上昇した団体が多いのは、普通交付税など経常一般財源等の減や物件費、

補助費等など経常的経費充当一般財源等の増による。

②県内各市町村の経常収支比率の性質別内訳とその対前年度増減 別紙５－１～６

○平成２６年度の経常収支比率（市町村平均）は９６．０％であるが、性質別では下記のよう

に算出され、人件費と公債費で計４７．７％と、全体の約半分を占めている。

○県内各市町村のそれぞれの経常収支比率の性質別内訳は、別紙５－２のとおり。

○前年度と比較すると、上昇要因のうち物件費や補助費等の影響が大きい。

○県内各市町村のそれぞれの経常収支比率の性質別対前年度増減は別紙５－４のとおり。

○経常収支比率が低下した市町村では、公債費の比率が低下傾向。一方、上昇した市町村では、

人件費や補助費等の比率が上昇している団体が多い。
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③県内各市町村の経常収支比率の分布状況 別紙６－１

○経常収支比率１００％以上の団体は、前年度より１団体増加し、桜井市、御所市、天理市の３団体。

○一方、経常収支比率８５％未満の団体は前年度より５団体減少し、下北山村、上北山村の２団体。

④県内各市町村の経常収支比率の分布状況（前年度比較） 別紙６－２

○普通交付税の減等により、特に県南部地域の市町村で大きく上昇。

⑤県内各市町村の経常収支比率の健康診断表 別紙７

○県内各市町村の経常収支比率を全国平均を目安に「健康」と「要治療」に区分し整理。

○「要治療」領域に属する２６団体のうち、平群町のみが前年度よりも低下し、野迫川村など

２５団体が前年度よりも上昇。「健康」領域に属する１３団体のうち、山添村と三郷町が前

年度よりも低下し、上北山村など１１団体が上昇。

⑥県内各市・町・村別経常収支比率順位の推移 別紙８－１～３

○市では、生駒市がここ数年順位上昇傾向にあり平成２６年度では１位となった。大和郡山市

は補助費等や公債費の増等により大きく順位低下。

○町では、公債費の減等により三郷町が１位となった。上牧町は公債費の増等により、広陵町

は人件費の増等により大きく順位低下。

○村では、下北山村が公債費の減等により大きく順位上昇し、平成２６年度では１位となった。

野迫川村は普通交付税の減等により大きく順位低下。東吉野村は４ヶ年度連続で順位低下。

⑦各市町村別・性質別経常収支比率の類似団体平均との比較 別紙９－１～８

○各団体のＨ２６性質別経常収支比率を、Ｈ２５類似団体平均と比較。

○Ｈ２６経常収支比率がＨ２５類似団体平均を下回ったのは生駒市と葛城市の２団体のみ。

（２）市町村税徴収率

①県内各市町村の市町村税徴収率にかかる現年課税分・滞納繰越分別徴収率別紙１０

の対前年マトリクス

○県内各市町村の市町村税徴収率を、現年課税分徴収率と滞納繰越分徴収率の対前年度増減で

区分し整理。

○現年徴収率が前年度より上昇した団体は２６団体で、このうち滞繰徴収率が前年度より上昇

した団体は大和高田市など１８団体、前年度より低下した団体は奈良市など８団体。

○現年徴収率が前年度より低下した団体は１３団体で、このうち滞繰徴収率が前年度より上昇

した団体は橿原市など６団体、前年度より低下した団体は御所市など７団体。

②県内各市町村の市町村税徴収率の分布状況 別紙１１

○徴収率分布地図で整理すると、南部地域の徴収率に良い傾向が見受けられる。

③県内各市町村の市町村税徴収率の健康診断表 別紙１２

○県内各市町村の市町村税徴収率を類似団体平均を目安に「健康」と「要治療」に区分し整理。

○「健康」領域に属する３４団体のうち、下市町など２６団体が前年度よりも上昇し、高取町

など６団体が前年度よりも低下。黒滝村及び上北山村の２団体は変動なし。「要治療」領域

に属する５団体のうち、大和高田市など４団体が前年度よりも上昇し、野迫川村が前年度よ

りも低下。



④県内各市・町・村別市町村税徴収率順位の推移 別紙１３－１～３

○市では桜井市が４年連続で１位。宇陀市が５年連続で最下位。御所市は現年課税分・滞納繰

越分ともに徴収率が悪化し同率で最下位。現年課税分・滞納繰越分ともに徴収率が改善した

大和高田市、香芝市は順位上昇。

○町では三宅町が１位へ上昇。三郷町が２年連続で最下位。現年課税分・滞納繰越分ともに徴

収率が改善した下市町は順位上昇。

○村では下北山村が５年連続で１位。野迫川村が２年連続で最下位。滞納繰越分徴収率が改善

した曽爾村は順位上昇。

Ⅲ 市町村財政の更なる健全化に向けた県の支援

○県は、当面の目標としている経常収支比率（市町村平均）全国ワースト１０位からの脱却を

できるだけ早期に達成できるよう、財政健全化に向けた市町村支援のための取組を積極的に

推進。

○平成２６年度は、特に公債費負担の軽減のため新たに「奈良県市町村財政健全化支援事業」

を実施し、既発行の高金利地方債の繰上償還を積極的に支援。

・貸付金：奈良市など２２市町村へ貸付

・補 助：大和高田市など２５市町村へ補助

・平成２６年度執行額計：４，６４８，５００千円

○また平成２６年度より、各市町村の行財政健全化に向けた自主的な取り組みを後押しするた

め、経常収支比率の悪化など行財政運営上、解決すべき課題を抱える市町村とともに課題の

分析・明確化を図り、認識を共有のうえ、改善に向けた助言・指導を重点的・集中的に実施

する取組を開始。

○財政健全化に向けた取り組みを通じ、著しい成果をあげた市町村に対しては、優良事例とし

てその努力を讃え表彰（「がんばる市町村応援表彰」）。

【平成２６年度表彰団体（財政運営部門）】
王寺町「Let'sスクラム 王寺町における徴収力強化の取り組み」

○平成２７年度には、市町村公営企業が有する高金利地方債の繰上償還に対し市町村が支援す

る際に必要となる経費への貸付及び補助を実施。

・事業名：奈良県市町村公営企業財政健全化支援事業

・平成２７年度予算額：１，２００，０００千円



平成２６年度 県内市町村普通会計決算の概要（別紙資料一覧） 

 

別 紙 １ 県内各市町村の平成２６年度決算規模 

別 紙 ２ 県内各市町村の経常収支比率 

別 紙 ３ 県内各市町村の市町村税徴収率 

別 紙 ４ 県内各市町村の経常収支比率の対前年度比較 

別 紙 ５ － １ 県内各市町村の経常収支比率の性質別内訳及び対前年度増減 

別 紙 ５ － ２ 県内各市町村の経常収支比率の性質別内訳 

別 紙 ５ － ３ 県内各市町村の経常収支比率の性質別内訳（うち人件費、公債

費の占める割合） 

別 紙 ５ － ４ 県内各市町村の経常収支比率の性質別対前年度増減 

別 紙 ５ － ５ 県内各市町村の経常収支比率のうち人件費にかかる対前年度 

増減ポイント 

別 紙 ５ － ６ 県内各市町村の経常収支比率のうち公債費にかかる対前年度 

増減ポイント 

別 紙 ６ － １ 県内各市町村の経常収支比率の分布状況 

別 紙 ６ － ２ 県内各市町村の経常収支比率の分布状況（前年度比較） 

別 紙 ７ 県内各市町村の経常収支比率の健康診断表 

別 紙 ８ － １ 県内１２市の経常収支比率順位の推移（過去５ヶ年度分） 

別 紙 ８ － ２ 県内１５町の経常収支比率順位の推移（過去５ヶ年度分） 

別 紙 ８ － ３ 県内１２村の経常収支比率順位の推移（過去５ヶ年度分） 

別紙９－１～８ 各市町村別・性質別経常収支比率の類似団体平均との比較 

別 紙 １ ０ 県内各市町村の市町村税徴収率にかかる現年課税分・滞納繰越 

分別徴収率の対前年マトリクス 

別 紙 １ １ 県内各市町村の市町村税徴収率の分布状況 

別 紙 １ ２ 県内各市町村の市町村税徴収率の健康診断表 

別紙１３－１ 県内１２市の市町村税徴収率順位の推移（過去５ヶ年度分） 

別紙１３－２ 県内１５町の市町村税徴収率順位の推移（過去５ヶ年度分） 

別紙１３－３ 県内１２村の市町村税徴収率順位の推移（過去５ヶ年度分） 

 



県内各市町村の平成２６年度決算規模

（単位：百万円）
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歳入総額（Ａ） 歳出総額（Ｂ）

○歳入総額は５，４０６億円となり、前年度を１３４億円下回った。○歳出総額は５，２０９億円となり、前年度を１１２億円下回った。○歳出決算額が県内市町村歳出決算額合計のおよそ１／４を占める奈良市をはじめ、歳出決算規模の大きい各市の決算状況が県内市町村全体の各種財政指標に与える影響は大きい。
歳入総額（Ａ） 歳出総額（Ｂ） 翌年度に繰り越すべき財源（Ｃ） 実質収支（Ａ）－（Ｂ）－（Ｃ） 歳出合計に占める当該団体の歳出のシェア（％）奈良市 125,618 125,406 161 50 24.1%橿原市 42,177 40,375 265 1,538 7.8%生駒市 37,328 34,809 604 1,915 6.7%大和郡山市 30,659 30,424 145 90 5.8%大和高田市 25,339 24,181 84 1,075 4.6%天理市 25,002 23,765 111 1,125 4.6%香芝市 23,395 22,840 75 480 4.4%桜井市 21,925 21,430 86 409 4.1%宇陀市 19,312 18,931 106 275 3.6%五條市 19,369 18,890 149 330 3.6%葛城市 17,305 16,459 232 614 3.2%御所市 14,905 14,265 69 570 2.7%田原本町 11,582 10,648 56 878 2.0%広陵町 10,829 10,209 54 565 2.0%三郷町 9,394 9,068 44 282 1.7%斑鳩町 8,958 8,470 94 394 1.6%上牧町 8,232 7,865 67 300 1.5%平群町 7,930 7,635 129 166 1.5%王寺町 7,651 7,336 55 260 1.4%大淀町 7,416 7,318 47 50 1.4%十津川村 7,022 6,656 139 227 1.3%河合町 6,473 6,365 1 107 1.2%吉野町 5,742 5,394 76 272 1.0%下市町 4,505 4,258 12 234 0.8%川西町 4,290 4,148 17 124 0.8%明日香村 4,150 3,807 35 308 0.7%三宅町 3,380 3,178 3 200 0.6%安堵町 3,648 3,130 52 466 0.6%高取町 3,393 3,031 55 307 0.6%山添村 3,148 2,905 46 197 0.6%川上村 2,879 2,579 9 291 0.5%天川村 2,697 2,340 11 346 0.4%野迫川村 2,521 2,113 342 66 0.4%御杖村 2,398 2,086 8 303 0.4%東吉野村 2,922 2,060 39 823 0.4%曽爾村 2,129 1,988 30 112 0.4%下北山村 1,681 1,624 4 52 0.3%上北山村 1,781 1,532 10 240 0.3%黒滝村 1,475 1,407 5 63 0.3%合計(A) 540,561 520,930 3,527 16,104 100.0%前年度合計(B) 553,924 532,090 4,255 17,579(A)-(B) -13,363 -11,160 -728 -1,475

別紙１

歳出決算規模の大きい各市の決算状況が県内市町村全体の各種財政指標に与える影響は大きい。

1



（単位：％）市町村名 経常収支比率(Ａ) 対前年度改善ポイント(Ａ－Ｂ) ワースト順位 市町村名 経常収支比率(Ｂ)1 ↑ 桜 井 市 104.5 5.8 1 御 所 市 101.32 ↓ 御 所 市 104.2 2.9 2 天 理 市 100.63 ↓ 天 理 市 101.8 1.2 3 下 市 町 98.84 ↑ 広 陵 町 99.6 5.4 4 桜 井 市 98.75 → 奈 良 市 99.0 1.5 5 奈 良 市 97.55 ↑ 河 合 町 99.0 2.9 6 明 日 香 村 97.07 ↓ 下 市 町 98.9 0.1 6 吉 野 町 97.08 ↑ 大 和 郡 山 市 98.2 7.2 8 河 合 町 96.18 ↓ 吉 野 町 98.2 1.2 9 平 群 町 95.610 → 斑 鳩 町 98.0 2.8 10 斑 鳩 町 95.211 ↑ 五 條 市 97.5 4.1 11 黒 滝 村 95.112 ↓ 明 日 香 村 97.2 0.2 12 宇 陀 市 94.212 ↑ 上 牧 町 97.2 5.8 12 広 陵 町 94.214 ↓ 宇 陀 市 97.1 2.9 14 大 和 高 田 市 93.915 ↓ 黒 滝 村 96.5 1.4 15 橿 原 市 93.816 ↓ 橿 原 市 95.9 2.1 16 王 寺 町 93.617 ↓ 大 和 高 田 市 94.9 1.0 17 五 條 市 93.418 ↓ 平 群 町 94.4 ▲ 1.2 18 高 取 町 92.718 ↓ 王 寺 町 94.4 0.8 19 上 牧 町 91.420 ↑ 東 吉 野 村 94.3 4.4 20 大 和 郡 山 市 91.021 ↓ 高 取 町 93.5 0.8 21 安 堵 町 90.522 ↑ 田 原 本 町 93.0 3.2 22 曽 爾 村 90.423 ↑ 野 迫 川 村 92.3 16.1 23 東 吉 野 村 89.924 ↑ 香 芝 市 91.8 4.1 24 田 原 本 町 89.825 ↓ 安 堵 町 91.7 1.2 25 大 淀 町 89.126 ↓ 曽 爾 村 91.3 0.9 26 山 添 村 89.027 ↓ 大 淀 町 91.0 1.9 27 三 郷 町 87.928 ↑ 三 宅 町 90.6 3.1 28 香 芝 市 87.729 → 御 杖 村 89.6 2.0 29 御 杖 村 87.629 ↑ 天 川 村 89.6 7.1 30 三 宅 町 87.531 ↑ 葛 城 市 88.4 2.7 31 生 駒 市 85.832 ↓ 山 添 村 87.6 ▲ 1.4 32 葛 城 市 85.733 → 川 西 町 87.4 4.1 33 川 西 町 83.334 ↓ 三 郷 町 87.2 ▲ 0.7 34 天 川 村 82.535 ↑ 十 津 川 村 86.8 9.9 35 下 北 山 村 78.436 ↓ 生 駒 市 86.2 0.4 36 川 上 村 77.337 ↓ 川 上 村 85.3 8.0 37 十 津 川 村 76.938 ↑ 上 北 山 村 84.2 13.9 38 野 迫 川 村 76.239 ↓ 下 北 山 村 83.3 4.9 39 上 北 山 村 70.3
県県県県 平平平平 均均均均 96.096.096.096.0 2.72.72.72.7 県県県県 平平平平 均均均均 93.393.393.393.3

全全全全 国国国国 平平平平 均均均均 91.391.391.391.3 1.11.11.11.1 全全全全 国国国国 平平平平 均均均均 90.290.290.290.2(注)  経常収支比率の平均は加重平均で算出。 なお、全国平均には特別区は含まれていません。　　　

県内各市町村の経常収支比率県内各市町村の経常収支比率県内各市町村の経常収支比率県内各市町村の経常収支比率

健康状態 25年度26年度ワースト順位

要

治

療全国平均以上

健康全国平均未満

別紙２○経常収支比率（市町村平均）は３年ぶりに上昇し、前年度と比較すると２．７ポイント上昇。○上昇の原因は、経常収支比率の分母である経常一般財源等のうちの普通交付税の減や、分子である経常的経費充当一般財源等のうちの物件費や補助費等の増など。○全国平均が１．１ポイント上昇したが、依然として全国平均を上回っている状況。

  ２



県内各市町村の市町村税徴収率 （単位：％）平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度［全国：31位］ ［全国：30位］ ［全国：28位］ ［全国：31位］ ［全国：-位］下 北 山 村 99.1 下 北 山 村 98.8 王 寺 町 98.5 王 寺 町 98.8 三 宅 町 99.1上 北 山 村 98.7 山 添 村 98.4 下 北 山 村 98.4 三 宅 町 98.6 王 寺 町 98.9明 日 香 村 98.2 王 寺 町 98.4 山 添 村 98.2 山 添 村 98.1 下 北 山 村 98.3王 寺 町 98.1 上 北 山 村 98.3 上 北 山 村 98.1 下 北 山 村 98.1 上 北 山 村 98.1山 添 村 97.8 明 日 香 村 97.8 三 宅 町 98.0 上 北 山 村 98.1 山 添 村 98.0川 上 村 96.5 黒 滝 村 96.8 黒 滝 村 97.5 黒 滝 村 97.9 黒 滝 村 97.9黒 滝 村 96.3 三 宅 町 96.5 明 日 香 村 97.3 平 群 町 97.4 平 群 町 97.7野 迫 川 村 95.9 川 上 村 96.1 平 群 町 96.8 明 日 香 村 97.1 明 日 香 村 97.6十 津 川 村 95.6 斑 鳩 町 95.5 川 西 町 96.0 桜 井 市 96.8 桜 井 市 97.5斑 鳩 町 95.5 川 西 町 95.3 川 上 村 95.8 川 西 町 96.2 広 陵 町 96.8川 西 町 94.9 河 合 町 95.2 斑 鳩 町 95.6 広 陵 町 96.2 川 西 町 96.6三 宅 町 94.3 十 津 川 村 95.0 桜 井 市 95.5 東 吉 野 村 96.2 東 吉 野 村 96.3河 合 町 94.3 広 陵 町 94.6 河 合 町 95.3 斑 鳩 町 96.0 斑 鳩 町 96.1高 取 町 94.2 高 取 町 94.2 広 陵 町 95.2 川 上 村 95.8 吉 野 町 95.5広 陵 町 93.7 桜 井 市 94.0 東 吉 野 村 94.9 河 合 町 95.4 川 上 村 95.5全 国 平 均 93.3 全 国 平 均 93.7 十 津 川 村 94.2 高 取 町 95.0 田 原 本 町 95.3御 杖 村 93.1 吉 野 町 93.6 全 国 平 均 94.2 吉 野 町 94.9 河 合 町 95.3天 川 村 93.0 東 吉 野 村 93.6 高 取 町 94.1 全 国 平 均 94.9 香 芝 市 94.9橿 原 市 92.9 野 迫 川 村 93.4 吉 野 町 94.0 御 杖 村 94.7 御 杖 村 94.8葛 城 市 92.9 大和郡山市 93.3 大和郡山市 93.2 十 津 川 村 94.5 五 條 市 94.7大和郡山市 92.7 葛 城 市 93.2 橿 原 市 93.2 五 條 市 94.1 高 取 町 94.4吉 野 町 92.7 橿 原 市 93.0 葛 城 市 93.2 田 原 本 町 94.1 十 津 川 村 94.4桜 井 市 92.0 香 芝 市 92.7 御 杖 村 93.2 天 川 村 94.0 曽 爾 村 94.3香 芝 市 92.0 御 杖 村 92.5 香 芝 市 93.1 橿 原 市 93.7 橿 原 市 94.2県 平 均 91.5 五 條 市 92.3 田 原 本 町 93.1 香 芝 市 93.7 天 川 村 94.2東 吉 野 村 91.2 天 川 村 92.3 五 條 市 92.9 大和郡山市 93.4 県 平 均 94.0三 郷 町 91.1 県 平 均 92.1 曽 爾 村 92.9 葛 城 市 93.3 大和郡山市 93.7五 條 市 91.0 田 原 本 町 92.1 県 平 均 92.8 県 平 均 93.3 葛 城 市 93.7安 堵 町 91.0 曽 爾 村 92.0 御 所 市 92.6 曽 爾 村 93.2 下 市 町 93.6奈 良 市 90.9 御 所 市 91.6 奈 良 市 92.2 御 所 市 92.8 安 堵 町 93.4天 理 市 90.8 天 理 市 91.4 野 迫 川 村 92.2 奈 良 市 92.7 奈 良 市 93.3大 淀 町 90.8 奈 良 市 91.3 大 淀 町 92.0 大 淀 町 92.6 大 淀 町 93.2上 牧 町 90.7 大和高田市 91.2 天 川 村 91.9 天 理 市 92.1 大和高田市 93.1御 所 市 90.5 大 淀 町 91.0 天 理 市 91.8 大和高田市 91.9 天 理 市 92.9田 原 本 町 90.2 上 牧 町 90.9 安 堵 町 91.5 生 駒 市 91.9 生 駒 市 92.8下 市 町 90.2 生 駒 市 90.7 上 牧 町 91.5 野 迫 川 村 91.9 御 所 市 92.7生 駒 市 90.1 安 堵 町 90.6 大和高田市 91.4 宇 陀 市 91.8 宇 陀 市 92.7大和高田市 89.9 三 郷 町 90.4 生 駒 市 91.4 安 堵 町 91.5 上 牧 町 91.8曽 爾 村 89.6 宇 陀 市 90.2 宇 陀 市 91.1 下 市 町 90.9 野 迫 川 村 91.7宇 陀 市 88.6 下 市 町 89.5 三 郷 町 90.1 上 牧 町 90.8 三 郷 町 90.0平 群 町 85.6 平 群 町 86.0 下 市 町 88.8 三 郷 町 89.7 全 国 平 均 -※平成26年度の市町村税徴収率（全国）平均は、平成28年3月に総務省より発表される予定

別紙３
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県内各市町村の経常収支比率の対前年度比較県内各市町村の経常収支比率の対前年度比較県内各市町村の経常収支比率の対前年度比較県内各市町村の経常収支比率の対前年度比較

良好 経常収支比率 要改善
○前年度より低下した団体数は３、上昇した団体数は３６。○普通交付税などの経常一般財源等の減や経常的経費充当一般財源等の増により、前年度と比較して上昇した団体が多く、特に普通交付税の減が大きかった野迫川村や上北山村などの上昇ポイントが大きい。別紙４

83.3 84.2 85.3 86.2 86.8 87.2 87.4 87.6 88.4 89.6 89.6 90.6 91.0 91.3 91.7 91.8 92.3 93.0 93.5 94.3 94.4 95.6 94.9 95.9 96.5 97.1 97.2 97.2 97.5 98.0 98.2 98.2 98.9 99.0 99.0 99.6 101.8 101.3 104.5

78.4 70.3 77.3 85.8 76.9 87.9 83.3 89.0 85.7 82.5 87.6 87.5 89.1 90.4 90.5 87.7 76.2 89.8 92.7 89.9 93.6 94.4 93.9 93.8 95.1 94.2 91.4 97.0 93.4 95.2 97.0 91.0 98.8 96.1 97.5 94.2 100.6 104.298.7 

65.0 70.0 75.0 80.0 85.0 90.0 95.0 100.0 105.0①下北山村②上北山村③川上村④生駒市⑤十津川村⑥三郷町⑦川西町⑧山添村⑨葛城市⑩天川村⑩御杖村⑫三宅町⑬大淀町⑭曽爾村⑮安堵町⑯香芝市⑰野迫川村⑱田原本町⑲高取町⑳東吉野村㉑王寺町㉑平群町㉓大和高田市㉔橿原市㉕黒滝村㉖宇陀市㉗上牧町㉗明日香村㉙五條市㉚斑鳩町㉛吉野町㉛大和郡山市㉝下市町㉞河合町㉞奈良市㊱広陵町㊲天理市㊳御所市㊴桜井市※○内の数字は、県内順位

H25

H26※下線の数値がＨ２６の経常収支比率
全国平均９１．３

低下

県内市町村平均９６．０

上昇

４

（３団体） （３６団体）



県内各市町村の経常収支比率の性質別内訳及び対前年度増減経常収支比率とは、地方税、普通交付税のように使途が特定されておらず、毎年度経常的に収入される財源のうち、人件費、扶助費、公債費のように毎年度経常的に支出される経費に充当されたものが占める割合のことで、下記により算出。
経常収支比率

＝

×100

人件費、扶助費、公債費等に充当した一般財源経常一般財源（地方税＋普通交付税等）＋減税補てん債＋臨時財政対策債平成２６年度の経常収支比率（県内市町村平均）は以下のとおり算出。

別紙５－１

平成２６年度の経常収支比率（市町村平均）は９６．０％で、上記（Ａ）～（Ｇ）それぞれを（Ｈ）で割ると、それぞれの性質毎の経費にかかる経常収支比率が算出。

（単位：億円）

計 ９６．０％一方、平成２５年度決算では、以下のとおり。
計 ９３．３％

平成２５年度と比較すると、平成２６年度の上昇要因として物件費や補助費等の影響が大きい。

その他
25

×１００９６．０％９６．０％９６．０％９６．０％

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ） （Ｆ） （Ｇ） （Ｈ）＝３，２０２億円
（Ａ）～（Ｇ）の計＝３，０７３億円

県内各市町村の経常収支比率の性質別内訳は 、対前年度増減は のとおり。

その他
0.8%

その他
0.8%

＝

別紙５－２
５
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県内各市町村の経常収支比率の性質別内訳
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0.8 

0.6 

0.3 

0.9 

1.9 

0.6 

0.4 

0.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

下北山村上北山村川上村生駒市十津川村三郷町川西町山添村葛城市天川村御杖村三宅町大淀町曽爾村安堵町香芝市野迫川村田原本町高取町東吉野村王寺町平群町大和高田市橿原市黒滝村宇陀市上牧町明日香村五條市斑鳩町吉野町大和郡山市下市町河合町奈良市広陵町天理市御所市桜井市 人件費 物件費 扶助費 補助費等 公債費 繰出金 その他( 104.5 % )( 104.2 % )( 101.8 % )( 99.6 % )( 99.0 % )( 99.0 % )( 98.9 % )( 98.2 % )( 98.2 % )( 98.0 % )( 97.5 % )( 97.2 % )( 97.2 % )( 97.1 % )( 96.5 % )( 95.9 % )( 94.9 % )( 94.4 % )( 94.4 % )( 94.3 % )( 93.5 % )( 93.0 % )( 92.3 % )( 91.8 % )( 91.7 % )( 91.3 % )( 91.0 % )( 90.6 % )( 89.6 % )( 89.6 % )( 88.4 % )( 87.6 % )( 87.4 % )( 87.2 % )( 86.8 % )( 86.2 % )( 85.3 % )( 84.2 % )( 83.3 % )

別紙 ５－２

６

※括弧内は当該団体の平成２６年度の経常収支比率



36.4 

34.8 

33.9 

32.3 

32.0 

30.9 

30.7 

30.1 

30.1 

30.0 

30.0 

29.9 

29.1 

28.4 

28.2 

28.1 

27.9 

27.9 

27.8 

27.7 

27.5 

27.5 

27.5 

27.3 

27.2 

27.1 

26.9 

26.7 

25.5 

25.1 

25.0 

24.3 

23.9 

23.9 

23.4 

23.2 

22.5 

21.5 

21.5 

0 10 20 30 40明日香村黒滝村三宅町天理市安堵町平群町河合町天川村上牧町上北山村川西町山添村東吉野村生駒市三郷町高取町下北山村御杖村御所市川上村大淀町野迫川村奈良市吉野町宇陀市葛城市桜井市下市町曽爾村田原本町大和郡山市斑鳩町十津川村大和高田市橿原市五條市香芝市王寺町広陵町

○平成２６年度の経常収支比率に占める人件費の割合が高い団体は、明日香村、黒滝村、三宅町などで、低い団体は広陵町、王寺町、香芝市など。○平成２６年度の経常収支比率に占める公債費の割合が高い団体は、野迫川村、曽爾村、御杖村などで、低い団体は山添村、葛城市、三郷町など。
別紙 ５－３

34.0 

31.0 

29.0 

28.4 

27.2 

26.8 

25.3 

25.1 

25.0 

24.2 

24.1 

23.8 

22.6 

21.7 

20.6 

19.9 

19.9 

19.8 

19.8 

18.8 

18.3 

17.9 

17.8 

17.5 

17.3 

17.2 

17.2 

16.8 

14.9 

14.7 

14.2 

13.8 

13.8 

13.6 

13.6 

12.5 

12.1 

11.7 

11.6 

0 10 20 30 40野迫川村曽爾村御杖村宇陀市五條市香芝市大和郡山市上牧町御所市下市町河合町奈良市桜井市平群町橿原市上北山村高取町黒滝村広陵町天理市天川村大和高田市吉野町下北山村十津川村安堵町田原本町明日香村三宅町斑鳩町東吉野村川西町王寺町生駒市川上村大淀町三郷町葛城市山添村

県内各市町村の経常収支比率の性質別内訳（うち人件費、公債費の占める割合）
うち人件費の占める割合（割合の高い団体順に並べ替え） うち公債費の占める割合（割合の高い団体順に並べ替え）
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県内各市町村の経常収支比率の性質別対前年度増減

前年度より低下した市町村

前年度より上昇した市町村

○経常収支比率が低下した市町村では、公債費の比率が前年度より低下傾向。○経常収支比率が上昇した市町村では、人件費や補助費等の比率が上昇している団体が多い。

▲1.7%▲1.7%

▲ 10.0 ▲ 5.0 0.0 5.0 10.0 15.0

人件費 物件費 扶助費 補助費等 公債費 繰出金 その他

▲1.2%▲1.0%▲0.1%▲1.6%▲3.5% ▲0.1%▲1.3%▲3.4% ▲0.0%▲0.5%▲0.3%▲1.0%▲0.7%▲0.0%▲3.5% ▲0.2%▲0.9%▲1.9%▲2.3%▲0.6%▲3.2% ▲0.1%▲0.0%▲0.7%▲2.4%▲2.1% ▲0.2%▲0.0%

▲3.4%▲2.2%▲1.6%▲2.0%▲1.8%▲1.1%▲4.0% ▲0.6%▲1.1%

+3.9%

+1.5%

+2.2%

+2.4%

+2.1%

+6.1%

+3.4%

+5.4%

+3.1%

+2.8%

+3.4%

+3.2%

+3.9%

+3.8%

+3.2%

+7.6%

+4.3%

+4.4%

+7.2%

+6.0%

+9.0%

+5.9%

+7.1%

+7.9%

+12.0%

+10.4%

+14.1%

+16.1%

+5.0%

+3.8%

+2.2%

+1.5%

+1.7%

+2.2%

+2.2%

+1.9%

+4.9%

+1.6%

+2.3%

▲3.1%

山 添 村平 群 町三 郷 町下 市 町明 日 香 村生 駒 市高 取 町王 寺 町曽 爾 村大和高田市安 堵 町天 理 市吉 野 町黒 滝 村奈 良 市大 淀 町御 杖 村橿 原 市葛 城 市斑 鳩 町御 所 市宇 陀 市河 合 町三 宅 町田 原 本 町五 條 市川 西 町香 芝 市東 吉 野 村下 北 山 村広 陵 町桜 井 市上 牧 町天 川 村大和郡山市川 上 村十 津 川 村上 北 山 村野 迫 川 村 低低低低 下下下下 要要要要 因因因因 上上上上 昇昇昇昇 要要要要 因因因因

低低低低 下下下下 要要要要 因因因因 上上上上 昇昇昇昇 要要要要 因因因因
前年度からの低下ポイント

前年度からの上昇ポイント

(((( ▲ 1.4▲ 1.4▲ 1.4▲ 1.4 %)%)%)%)(((( ▲ 1.2▲ 1.2▲ 1.2▲ 1.2 %)%)%)%)(((( ▲ 0.7▲ 0.7▲ 0.7▲ 0.7 %)%)%)%)(((( 0.10.10.10.1 %)%)%)%)(((( 0.20.20.20.2 %)%)%)%)(((( 0.40.40.40.4 %)%)%)%)(((( 0.80.80.80.8 %)%)%)%)(((( 0.80.80.80.8 %)%)%)%)(((( 0.90.90.90.9 %)%)%)%)(((( 1.01.01.01.0 %)%)%)%)(((( 1.21.21.21.2 %)%)%)%)(((( 1.21.21.21.2 %)%)%)%)(((( 1.21.21.21.2 %)%)%)%)(((( 1.41.41.41.4 %)%)%)%)(((( 1.51.51.51.5 %)%)%)%)(((( 1.91.91.91.9 %)%)%)%)(((( 2.02.02.02.0 %)%)%)%)(((( 2.12.12.12.1 %)%)%)%)(((( 2.72.72.72.7 %)%)%)%)(((( 2.82.82.82.8 %)%)%)%)(((( 2.92.92.92.9 %)%)%)%)(((( 2.92.92.92.9 %)%)%)%)(((( 2.92.92.92.9 %)%)%)%)(((( 3.13.13.13.1 %)%)%)%)(((( 3.23.23.23.2 %)%)%)%)(((( 4.14.14.14.1 %)%)%)%)(((( 4.14.14.14.1 %)%)%)%)(((( 4.14.14.14.1 %)%)%)%)(((( 4.44.44.44.4 %)%)%)%)(((( 4.94.94.94.9 %)%)%)%)(((( 5.45.45.45.4 %)%)%)%)(((( 5.85.85.85.8 %)%)%)%)(((( 5.85.85.85.8 %)%)%)%)(((( 7.17.17.17.1 %)%)%)%)(((( 7.27.27.27.2 %)%)%)%)(((( 8.08.08.08.0 %)%)%)%)(((( 9.99.99.99.9 %)%)%)%)(((( 13.913.913.913.9 %)%)%)%)(((( 16.116.116.116.1 %)%)%)%)

▲5.2%

別紙 ５－４
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県内各市町村の経常収支比率のうち人件費にかかる対前年度増減ポイント

前年度より低下した市町村

前年度より上昇した市町村
▲1.7%▲1.7%

▲ 3.5

▲ 3.3

▲ 3.2

▲ 1.0

▲ 1.0

▲ 0.7

▲ 0.7

▲ 0.5

0.0

0.0

0.1

0.1

0.2

0.2

0.3

0.5

0.5

0.7

0.8

0.8

0.9

0.9

1.1

1.1

1.1

1.1

1.2

1.3

1.5

1.6

1.6

2.4

2.8

2.9

3.2

3.5

4.1

5.0

6.9

▲ 7.0 0.0 7.0五 條 市葛 城 市桜 井 市橿 原 市河 合 町安 堵 町大和郡山市天 理 市下 市 町黒 滝 村吉 野 町田 原 本 町御 杖 村宇 陀 市三 郷 町生 駒 市大和高田市明 日 香 村高 取 町王 寺 町川 西 町斑 鳩 町平 群 町東 吉 野 村上 牧 町天 川 村大 淀 町御 所 市奈 良 市山 添 村十 津 川 村広 陵 町三 宅 町曽 爾 村香 芝 市下 北 山 村川 上 村野 迫 川 村上 北 山 村 低低低低 下下下下 要要要要 因因因因 上上上上 昇昇昇昇 要要要要 因因因因

低低低低 下下下下 要要要要 因因因因 上上上上 昇昇昇昇 要要要要 因因因因
前年度からの低下ポイント

前年度からの上昇ポイント

別紙５－５

経常収支比率のうち、

人件費の占める割合が

前年度と比較して低下

した団体数

⇒８団体

経常収支比率のうち、

人件費の占める割合が

前年度と比較して上昇

した団体数

⇒２９団体
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県内各市町村の経常収支比率のうち公債費にかかる対前年度増減ポイント

前年度より低下した市町村

前年度より上昇した市町村

▲1.7%▲1.7%

▲ 5.2

▲ 3.8

▲ 3.1

▲ 2.3

▲ 2.2

▲ 1.8

▲ 1.8

▲ 1.5

▲ 1.0

▲ 0.9

▲ 0.8

▲ 0.6

▲ 0.4

▲ 0.4

▲ 0.4

▲ 0.3

▲ 0.3

▲ 0.1

▲ 0.1

0.0

0.0

0.0

0.1

0.2

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.6

0.7

0.8

1.5

1.7

2.4

2.4

2.7

2.8

4.4

▲ 6.0 ▲ 3.0 0.0 3.0 6.0

経常収支比率のうち、公

債費の占める割合が前

年度と比較して上昇した

団体数

⇒１７団体

山 添 村曽 爾 村王 寺 町川 上 村下 北 山 村平 群 町生 駒 市明 日 香 村三 郷 町高 取 町吉 野 町下 市 町大和高田市安 堵 町香 芝 市御 所 市宇 陀 市御 杖 村橿 原 市黒 滝 村斑 鳩 町三 宅 町奈 良 市大 淀 町東 吉 野 村天 川 村葛 城 市広 陵 町田 原 本 町五 條 市天 理 市川 西 町十 津 川 村桜 井 市上 北 山 村河 合 町上 牧 町大和郡山市野 迫 川 村 低低低低 下下下下 要要要要 因因因因 上上上上 昇昇昇昇 要要要要 因因因因

低低低低 下下下下 要要要要 因因因因 上上上上 昇昇昇昇 要要要要 因因因因

前年度からの低下ポイント

前年度からの上昇ポイント

別紙５－６

経常収支比率のうち、公

債費の占める割合が前

年度と比較して低下した

団体数

⇒１９団体
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県内各市町村の経常収支比率の分布状況県内各市町村の経常収支比率の分布状況県内各市町村の経常収支比率の分布状況県内各市町村の経常収支比率の分布状況

○経常収支比率１００％以上の団体は前年度より１団体増加し、桜井市、御所市、天理市の３団体。

○一方、経常収支比率８５％未満の団体は前年度より５団体減少し、下北山村、上北山村の２団体。

奈良市99.0 山添村87.6天理市101.8
生駒市86.2

宇陀市97.1
大和郡山市98.2

曽爾村91.3
平群町94.4香芝市91.8 斑鳩町98.0

御杖村89.6
三郷町87.2 桜井市104.5葛城市88.4 橿原市95.9田原本町93.0広陵町99.6

御所市104.2
川西町87.4

大和高田市94.9
大淀町91.0

河合町99.0
明日香村97.2上牧町97.2

下市町98.9 吉野町98.2 東吉野村94.3
川上村85.3五條市97.5 天川村89.6

安堵町91.7
王寺町94.4

高取町93.5

上北山村84.2野迫川村92.3 下北山村83.3十津川村86.8

三宅町90.6
黒滝村96.5

別紙６－１

(３団体)

95.0～100.0％未満 (13団体)

90.0～ 95.0％未満 (12団体)

85.0～ 90.0％未満 (９団体)

80.0～ 85.0％未満 (２団体)

100.0％以上

１１



県内各市町村の経常収支比率の分布状況（前年度比較）県内各市町村の経常収支比率の分布状況（前年度比較）県内各市町村の経常収支比率の分布状況（前年度比較）県内各市町村の経常収支比率の分布状況（前年度比較）

○普通交付税の減等により、特に県南部地域の市町村で大きく上昇。

奈良市+1.5 山添村▲1.4天理市+1.2
生駒市+0.4

宇陀市+2.9
大和郡山市+7.2

曽爾村+0.9
平群町▲1.2香芝市+4.1 斑鳩町+2.8

御杖村+2.0
三郷町▲0.7 桜井市+5.8葛城市+2.7 橿原市+2.1田原本町+3.2広陵町+5.4

御所市+2.9
川西町+4.1

大和高田市+1.0
大淀町+1.9

河合町+2.9
明日香村+0.2上牧町+5.8

下市町+0.1 吉野町+1.2 東吉野村+4.4
川上村+8.0五條市+4.1 天川村+7.1

安堵町+1.2
王寺町+0.8

高取町+0.8

上北山村+13.9野迫川村+16.1 下北山村+4.9十津川村+9.9

三宅町+3.1
黒滝村+1.4

別紙６－２

(２団体)

95.0～100.0％未満 (９団体)

90.0～ 95.0％未満 (11団体)

85.0～ 90.0％未満 (10団体)

80.0～ 85.0％未満 (２団体)

100.0％以上

80.0％未満

( 9団体)

＋3.0～ ＋5.0％未満 ( 7団体)

＋1.0～ ＋3.0％未満 (14団体)

＋0.1～ ＋1.0％未満 ( 6団体)

▲0.1～ ▲1.0％未満 ( 1団体)

( 2団体)

＋5.0％以上

▲1.0％以上

１２



別紙７

^

県内各市町村の経常収支比率の健康診断表

（全国平均を目安に「健康」と「要治療」に区分）

全国平均（９１．３）以上 全国平均（９１．３）未満

低
下

上
昇

「要治療」であるが前年度よりも低下
「要治療」でかつ前年度よりも上昇

「健康」でかつ前年度よりも低下
「健康」であるが前年度よりも上昇

山添村 87.6

89.0

△1.4ﾎﾟｲﾝﾄ 三郷町 87.2

87.9
△0.7ﾎﾟｲﾝﾄ平群町 94.4

95.6

△1.2ﾎﾟｲﾝﾄ

宇陀市 97.1

94.2 ＋2.9ﾎﾟｲﾝﾄ河合町
99.0

96.1

+2.9ﾎﾟｲﾝﾄ御所市
104.2

101.3 ＋2.9ﾎﾟｲﾝﾄ田原本町
93.0

89.8 ＋3.2ﾎﾟｲﾝﾄ 香芝市
91.8

87.7 ＋4.1ﾎﾟｲﾝﾄ五條市 97.5

93.4 ＋4.1ﾎﾟｲﾝﾄ広陵町
99.6

94.2 ＋5.4ﾎﾟｲﾝﾄ 東吉野村
94.3

89.9 ＋4.4ﾎﾟｲﾝﾄ 川上村
85.3

77.3 ＋8.0ﾎﾟｲﾝﾄ十津川村
86.8

76.9 ＋9.9ﾎﾟｲﾝﾄ

市町村名平成25年度経常収支比率 平成26年度経常収支比率－平成25年度経常収支比率平成26年度経常収支比率※各項目の見方

１団体（前年度１１団体） ２団体（前年度９団体）

２５団体（前年度１１団体）

１１団体（前年度８団体）

○県内各市町村の経常収支比率を全国平均を目安に「健康」と「要治療」に区分し整理。○「要治療」領域に属する２６団体のうち、平群町のみが前年度よりも低下し、野迫川村など２５団体が前年度よりも上昇。「健康」領域に属する１３団体のうち、山添村と三郷町が前年度よりも低下し、上北山村など１１団体が上昇。

「健康」とは、経常収支比率が「健康」とは、経常収支比率が「健康」とは、経常収支比率が「健康」とは、経常収支比率が全国平均未満であることをいう。全国平均未満であることをいう。全国平均未満であることをいう。全国平均未満であることをいう。「要治療」とは、経常収支比率が「要治療」とは、経常収支比率が「要治療」とは、経常収支比率が「要治療」とは、経常収支比率が全国平均以上であることをいう。全国平均以上であることをいう。全国平均以上であることをいう。全国平均以上であることをいう。

上北山村
84.2

70.3

+13.9ﾎﾟｲﾝﾄ

１３

川西町
87.4

83.3 ＋4.1ﾎﾟｲﾝﾄ下北山村
83.3

78.4 ＋4.9ﾎﾟｲﾝﾄ天川村
89.6

82.5

+7.1ﾎﾟｲﾝﾄ
御杖村

89.6

87.6 ＋2.0ﾎﾟｲﾝﾄ葛城市
88.4

85.7 ＋2.7ﾎﾟｲﾝﾄ三宅町
90.6

87.5

+3.1ﾎﾟｲﾝﾄ
生駒市

86.2

85.8 ＋0.4ﾎﾟｲﾝﾄ大淀町
91.0

89.1

+1.9ﾎﾟｲﾝﾄ
大和高田市 94.9

93.9 ＋1.0ﾎﾟｲﾝﾄ安堵町
91.7

90.5

+1.2ﾎﾟｲﾝﾄ吉野町
98.2

97.0 ＋1.2ﾎﾟｲﾝﾄ天理市
101.8

100.6 ＋1.2ﾎﾟｲﾝﾄ 黒滝村
96.5

95.1 ＋1.4ﾎﾟｲﾝﾄ奈良市 99.0

97.5 ＋1.5ﾎﾟｲﾝﾄ斑鳩町
98.0

95.2 ＋2.8ﾎﾟｲﾝﾄ 橿原市
95.9

93.8 ＋2.1ﾎﾟｲﾝﾄ

上牧町 97.2

91.4 ＋5.8ﾎﾟｲﾝﾄ桜井市 104.5

98.7 ＋5.8ﾎﾟｲﾝﾄ野迫川村
92.3

76.2 ＋16.1ﾎﾟｲﾝﾄ大和郡山市
98.2

91.0 ＋7.2ﾎﾟｲﾝﾄ

下市町 98.9

98.8 ＋0.1ﾎﾟｲﾝﾄ 明日香村
97.2

97.0

+0.2ﾎﾟｲﾝﾄ高取町
93.5

92.7 ＋0.8ﾎﾟｲﾝﾄ王寺町
94.4

93.6 ＋0.8ﾎﾟｲﾝﾄ曽爾村
91.3

90.4 ＋0.9ﾎﾟｲﾝﾄ
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Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６
順

位

県内１２市の経常収支比率順位の推移（過去５ヶ年度分）県内１２市の経常収支比率順位の推移（過去５ヶ年度分）県内１２市の経常収支比率順位の推移（過去５ヶ年度分）県内１２市の経常収支比率順位の推移（過去５ヶ年度分）

天理市
桜井市
奈良市
宇陀市

御所市

橿原市大和高田市
大和郡山市五條市
香芝市
生駒市葛城市

○平成２６年度では公債費の減等により生駒市が１位となった。○大和郡山市は補助費等や公債費の増等により大きく順位低下。
別紙８－１

ここ数年順位上昇を続けＨ２６で１位に
Ｈ２５では順位低下したものの順位上昇傾向

Ｈ２６では補助費等や公債費の増等により順位低下

１４

奈 良 市 95.8 10 98.9 10 97.6 10 97.5 9 99.0 9

大和高田市 95.2 9 95.1 7 94.8 6 93.9 7 94.9 4

大和郡山市 88.0 3 91.0 3 92.1 5 91.0 4 98.2 8

天 理 市 96.6 11 99.6 11 100.5 12 100.6 11 101.8 10

橿 原 市 94.3 7 96.1 9 95.5 7 93.8 6 95.9 5

桜 井 市 97.8 12 99.7 12 98.8 11 98.7 10 104.5 12

五 條 市 86.3 2 93.2 6 91.7 4 93.4 5 97.5 7

御 所 市 94.4 8 95.3 8 96.0 8 101.3 12 104.2 11

生 駒 市 90.2 5 92.4 4 89.2 2 85.8 2 86.2 1

香 芝 市 89.4 4 89.0 2 89.7 3 87.7 3 91.8 3

葛 城 市 82.6 1 82.2 1 86.1 1 85.7 1 88.4 2

宇 陀 市 94.2 6 92.8 5 96.5 9 94.2 8 97.1 6

団体名 順位Ｈ２６Ｈ２５Ｈ２４Ｈ２３Ｈ２２ 順位順位順位順位

３ヶ年度連続で順位上昇

Ｈ２６では補助費等や公債費の増等により順位低下



012345678910111213141516

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６
県内１５町の経常収支比率順位の推移（過去５ヶ年度分）県内１５町の経常収支比率順位の推移（過去５ヶ年度分）県内１５町の経常収支比率順位の推移（過去５ヶ年度分）県内１５町の経常収支比率順位の推移（過去５ヶ年度分）

広陵町

王寺町
下市町斑鳩町
高取町安堵町
三郷町

上牧町
田原本町
三宅町大淀町川西町

吉野町
平群町
河合町

○平成２６年度では公債費の減等により三郷町が１位となった。○上牧町は公債費の増等により、広陵町は人件費や公債費の増等により大きく順位低下。 別紙８－２

平 群 町 92.9 13 93.5 11 95.3 11 95.6 12 94.4 8

三 郷 町 90.9 7 87.3 2 91.0 6 87.9 3 87.2 1

斑 鳩 町 91.3 8 92.3 8 95.3 11 95.2 11 98.0 11

安 堵 町 92.8 12 94.7 14 91.3 7 90.5 6 91.7 5

川 西 町 92.1 11 86.9 1 81.4 1 83.3 1 87.4 2

三 宅 町 94.4 14 93.1 10 88.6 3 87.5 2 90.6 3

田原本町 87.9 3 88.6 4 89.5 4 89.8 5 93.0 6

高 取 町 86.3 2 89.6 6 92.1 8 92.7 8 93.5 7

上 牧 町 89.4 5 88.9 5 89.9 5 91.4 7 97.2 10

王 寺 町 91.5 9 94.4 13 92.9 9 93.6 9 94.4 8

広 陵 町 90.3 6 93.1 9 93.1 10 94.2 10 99.6 15

河 合 町 95.1 15 96.8 15 98.7 15 96.1 13 99.0 14

吉 野 町 88.8 4 93.8 12 95.5 13 97.0 14 98.2 12

大 淀 町 83.8 1 87.9 3 87.2 2 89.1 4 91.0 4

下 市 町 91.7 10 91.6 7 96.6 14 98.8 15 98.9 13

団体名 順位Ｈ２６Ｈ２５Ｈ２４Ｈ２３Ｈ２２ 順位順位順位順位

低下傾向にあり、Ｈ２６では人件費や公債費の増等により順位低下 上昇傾向にあり、Ｈ２６では人件費の減等により順位上昇
低下傾向にあり、Ｈ２６では人件費や扶助費の増等により順位低下

Ｈ２６では公債費の減等により順位上昇順
位

１５

Ｈ２６では物件費や公債費の減等により順位上昇
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Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６
順

位

県内１２村の経常収支比率順位の推移（過去５ヶ年度分）県内１２村の経常収支比率順位の推移（過去５ヶ年度分）県内１２村の経常収支比率順位の推移（過去５ヶ年度分）県内１２村の経常収支比率順位の推移（過去５ヶ年度分）

明日香村

山添村

黒滝村
曽爾村東吉野村
御杖村天川村
十津川村
下北山村
川上村

野迫川村

上北山村
○平成２６年度では公債費の減等により下北山村が大きく順位を上げ１位となった。○野迫川村は普通交付税の減等により大きく順位低下。東吉野村は４ヶ年度連続順位低下。 別紙８－３

山 添 村 89.9 8 92.5 10 96.2 11 89.0 8 87.6 5

曽 爾 村 92.0 10 93.6 11 92.2 9 90.4 10 91.3 8

御 杖 村 88.2 7 87.7 4 86.0 7 87.6 7 89.6 6

明日香村 91.3 9 90.6 8 98.5 12 97.0 12 97.2 12

黒 滝 村 92.4 11 99.3 12 93.3 10 95.1 11 96.5 11

天 川 村 84.9 2 84.9 2 81.9 6 82.5 6 89.6 6

野迫川村 87.5 6 89.4 7 68.8 2 76.2 2 92.3 9

十津川村 79.4 1 78.7 1 81.0 5 76.9 3 86.8 4

下北山村 94.0 12 91.7 9 80.4 4 78.4 5 83.3 1

上北山村 87.0 5 88.5 5 67.8 1 70.3 1 84.2 2

川 上 村 85.0 3 86.8 3 78.7 3 77.3 4 85.3 3

東吉野村 86.4 4 88.8 6 89.7 8 89.9 9 94.3 10

団体名 順位Ｈ２６Ｈ２５Ｈ２４Ｈ２３Ｈ２２ 順位順位順位順位

Ｈ２６では公債費の減等により順位上昇

低下傾向にあり、H２６では人件費や補助費等の増等により４ヶ年度連続順位低下

Ｈ２６では普通交付税の減等により大きく順位低下
公債費の減等により２ヶ年度連続順位上昇

１６

人件費や補助費等の増等により３ヶ年度連続最下位
Ｈ２６では公債費の減等により順位上昇


